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平成１７年第１回平成１７年第１回平成１７年第１回平成１７年第１回

美唄市議会臨時会会議録美唄市議会臨時会会議録美唄市議会臨時会会議録美唄市議会臨時会会議録

平成１７年２月２日（水曜日）平成１７年２月２日（水曜日）平成１７年２月２日（水曜日）平成１７年２月２日（水曜日）

午前１０時００分 開議午前１０時００分 開議午前１０時００分 開議午前１０時００分 開議

◎議事日程◎議事日程◎議事日程◎議事日程

第１ 会議録署名議員の指名第１ 会議録署名議員の指名第１ 会議録署名議員の指名第１ 会議録署名議員の指名

第２ 委員長報告第２ 委員長報告第２ 委員長報告第２ 委員長報告

1 議案第１号 平成１６年度美唄市一1 議案第１号 平成１６年度美唄市一1 議案第１号 平成１６年度美唄市一1 議案第１号 平成１６年度美唄市一

般会計補正予算（第４号）（予算審般会計補正予算（第４号）（予算審般会計補正予算（第４号）（予算審般会計補正予算（第４号）（予算審

査特別）査特別）査特別）査特別）

2 議案第２号 平成１６年度美唄市下2 議案第２号 平成１６年度美唄市下2 議案第２号 平成１６年度美唄市下2 議案第２号 平成１６年度美唄市下

水道会計補正予算（第２号）（予算水道会計補正予算（第２号）（予算水道会計補正予算（第２号）（予算水道会計補正予算（第２号）（予算

審査特別）審査特別）審査特別）審査特別）

3 議案第３号 平成１６年度美唄市土3 議案第３号 平成１６年度美唄市土3 議案第３号 平成１６年度美唄市土3 議案第３号 平成１６年度美唄市土

地区画整理事業会計補正予算（第１地区画整理事業会計補正予算（第１地区画整理事業会計補正予算（第１地区画整理事業会計補正予算（第１

号）（予算審査特別）号）（予算審査特別）号）（予算審査特別）号）（予算審査特別）

（２２名）（２２名）（２２名）（２２名）◎出席議員◎出席議員◎出席議員◎出席議員

議 長 中 西 勇 夫 君議 長 中 西 勇 夫 君議 長 中 西 勇 夫 君議 長 中 西 勇 夫 君

副議長 吉 田 栄 君副議長 吉 田 栄 君副議長 吉 田 栄 君副議長 吉 田 栄 君

１番 吉 岡 文 子 君１番 吉 岡 文 子 君１番 吉 岡 文 子 君１番 吉 岡 文 子 君

２番 広 島 雄 偉 君２番 広 島 雄 偉 君２番 広 島 雄 偉 君２番 広 島 雄 偉 君

３番 五十嵐 聡 君３番 五十嵐 聡 君３番 五十嵐 聡 君３番 五十嵐 聡 君

４番 白 木 優 志 君４番 白 木 優 志 君４番 白 木 優 志 君４番 白 木 優 志 君

５番 小 関 勝 教 君５番 小 関 勝 教 君５番 小 関 勝 教 君５番 小 関 勝 教 君

６番 福 庄 計 夫 君６番 福 庄 計 夫 君６番 福 庄 計 夫 君６番 福 庄 計 夫 君

７番 土 井 敏 興 君７番 土 井 敏 興 君７番 土 井 敏 興 君７番 土 井 敏 興 君

８番 谷 内 八重子 君８番 谷 内 八重子 君８番 谷 内 八重子 君８番 谷 内 八重子 君

９番 長谷川 吉 春 君９番 長谷川 吉 春 君９番 長谷川 吉 春 君９番 長谷川 吉 春 君

１０番 米 田 良 克 君１０番 米 田 良 克 君１０番 米 田 良 克 君１０番 米 田 良 克 君

１１番 古 関 充 康 君１１番 古 関 充 康 君１１番 古 関 充 康 君１１番 古 関 充 康 君

１２番 矢 部 正 義 君１２番 矢 部 正 義 君１２番 矢 部 正 義 君１２番 矢 部 正 義 君

１３番 谷 村 孝 一 君１３番 谷 村 孝 一 君１３番 谷 村 孝 一 君１３番 谷 村 孝 一 君

１４番 川 本 政 芳 君１４番 川 本 政 芳 君１４番 川 本 政 芳 君１４番 川 本 政 芳 君

１５番 内馬場 克 康 君１５番 内馬場 克 康 君１５番 内馬場 克 康 君１５番 内馬場 克 康 君

１６番 本 郷 幸 治 君１６番 本 郷 幸 治 君１６番 本 郷 幸 治 君１６番 本 郷 幸 治 君

１８番 紫 藤 政 則 君１８番 紫 藤 政 則 君１８番 紫 藤 政 則 君１８番 紫 藤 政 則 君

１９番 荘 司 光 雄 君１９番 荘 司 光 雄 君１９番 荘 司 光 雄 君１９番 荘 司 光 雄 君

２０番 林 国 夫 君２０番 林 国 夫 君２０番 林 国 夫 君２０番 林 国 夫 君

２２番 長 岡 正 勝 君２２番 長 岡 正 勝 君２２番 長 岡 正 勝 君２２番 長 岡 正 勝 君

◎出席説明員◎出席説明員◎出席説明員◎出席説明員

市 長 桜 井 道 夫 君市 長 桜 井 道 夫 君市 長 桜 井 道 夫 君市 長 桜 井 道 夫 君

助 役 佐 藤 昭 雄 君助 役 佐 藤 昭 雄 君助 役 佐 藤 昭 雄 君助 役 佐 藤 昭 雄 君

総 務 部 長 板 東 知 文 君総 務 部 長 板 東 知 文 君総 務 部 長 板 東 知 文 君総 務 部 長 板 東 知 文 君

市 民 部 長 三 谷 純 一 君市 民 部 長 三 谷 純 一 君市 民 部 長 三 谷 純 一 君市 民 部 長 三 谷 純 一 君

経 済 部 長 天 野 修 二 君経 済 部 長 天 野 修 二 君経 済 部 長 天 野 修 二 君経 済 部 長 天 野 修 二 君

建 設 部 長 酒 巻 進 君建 設 部 長 酒 巻 進 君建 設 部 長 酒 巻 進 君建 設 部 長 酒 巻 進 君

水 道 部 長 加 藤 誠 君水 道 部 長 加 藤 誠 君水 道 部 長 加 藤 誠 君水 道 部 長 加 藤 誠 君

総務部総務課長 奥 山 隆 司 君総務部総務課長 奥 山 隆 司 君総務部総務課長 奥 山 隆 司 君総務部総務課長 奥 山 隆 司 君

阿 部 良 雄 君阿 部 良 雄 君阿 部 良 雄 君阿 部 良 雄 君総 務 部 総 務 課 総 務 係 長総 務 部 総 務 課 総 務 係 長総 務 部 総 務 課 総 務 係 長総 務 部 総 務 課 総 務 係 長

◎事務局職員出席者◎事務局職員出席者◎事務局職員出席者◎事務局職員出席者

事 務 局 長 谷 津 敬 一 君事 務 局 長 谷 津 敬 一 君事 務 局 長 谷 津 敬 一 君事 務 局 長 谷 津 敬 一 君

次 長 和 田 友 子 君次 長 和 田 友 子 君次 長 和 田 友 子 君次 長 和 田 友 子 君

総 務 係 長 濱 砂 邦 昭 君総 務 係 長 濱 砂 邦 昭 君総 務 係 長 濱 砂 邦 昭 君総 務 係 長 濱 砂 邦 昭 君

午前１０時００分 開議午前１０時００分 開議午前１０時００分 開議午前１０時００分 開議

●議長中西勇夫君 これより本日の会議を開●議長中西勇夫君 これより本日の会議を開●議長中西勇夫君 これより本日の会議を開●議長中西勇夫君 これより本日の会議を開

きます。きます。きます。きます。

●議長中西勇夫君 日程の第１、会議録署名●議長中西勇夫君 日程の第１、会議録署名●議長中西勇夫君 日程の第１、会議録署名●議長中西勇夫君 日程の第１、会議録署名

議員を指名いたします。議員を指名いたします。議員を指名いたします。議員を指名いたします。

16番 本郷幸治君16番 本郷幸治君16番 本郷幸治君16番 本郷幸治君

18番 紫藤政則君18番 紫藤政則君18番 紫藤政則君18番 紫藤政則君

を指名いたします。を指名いたします。を指名いたします。を指名いたします。
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●議長中西勇夫君 次に日程の第２、委員長●議長中西勇夫君 次に日程の第２、委員長●議長中西勇夫君 次に日程の第２、委員長●議長中西勇夫君 次に日程の第２、委員長

報告に入ります。報告に入ります。報告に入ります。報告に入ります。

順序１、議案第１号平成16年度美唄市一般順序１、議案第１号平成16年度美唄市一般順序１、議案第１号平成16年度美唄市一般順序１、議案第１号平成16年度美唄市一般

会計補正予算（第４号）ないし順序３、議案会計補正予算（第４号）ないし順序３、議案会計補正予算（第４号）ないし順序３、議案会計補正予算（第４号）ないし順序３、議案

第３号平成16年度美唄市土地区画整理事業会第３号平成16年度美唄市土地区画整理事業会第３号平成16年度美唄市土地区画整理事業会第３号平成16年度美唄市土地区画整理事業会

計補正予算（第１号）の以上３件を一括議題計補正予算（第１号）の以上３件を一括議題計補正予算（第１号）の以上３件を一括議題計補正予算（第１号）の以上３件を一括議題

といたします。といたします。といたします。といたします。

本件について委員長の報告を求めます。本件について委員長の報告を求めます。本件について委員長の報告を求めます。本件について委員長の報告を求めます。

林予算審査特別委員長。林予算審査特別委員長。林予算審査特別委員長。林予算審査特別委員長。

●予算審査特別委員会委員長林 国夫君（登●予算審査特別委員会委員長林 国夫君（登●予算審査特別委員会委員長林 国夫君（登●予算審査特別委員会委員長林 国夫君（登

壇） ただいま議題となりました議案第１号壇） ただいま議題となりました議案第１号壇） ただいま議題となりました議案第１号壇） ただいま議題となりました議案第１号

平成16年度美唄市一般会計補正予算（第４平成16年度美唄市一般会計補正予算（第４平成16年度美唄市一般会計補正予算（第４平成16年度美唄市一般会計補正予算（第４

号）、議案第２号平成16年度美唄市下水道会号）、議案第２号平成16年度美唄市下水道会号）、議案第２号平成16年度美唄市下水道会号）、議案第２号平成16年度美唄市下水道会

計補正予算（第２号）及び議案第３号平成16計補正予算（第２号）及び議案第３号平成16計補正予算（第２号）及び議案第３号平成16計補正予算（第２号）及び議案第３号平成16

年度美唄市土地区画整理事業会計補正予算年度美唄市土地区画整理事業会計補正予算年度美唄市土地区画整理事業会計補正予算年度美唄市土地区画整理事業会計補正予算

（第１号）の以上３件について、予算審査特（第１号）の以上３件について、予算審査特（第１号）の以上３件について、予算審査特（第１号）の以上３件について、予算審査特

別委員会の審査の経過並びに結果を一括ご報別委員会の審査の経過並びに結果を一括ご報別委員会の審査の経過並びに結果を一括ご報別委員会の審査の経過並びに結果を一括ご報

告申し上げます。告申し上げます。告申し上げます。告申し上げます。

経過といたしまして、２月１日、委員会を経過といたしまして、２月１日、委員会を経過といたしまして、２月１日、委員会を経過といたしまして、２月１日、委員会を

招集して審査いたしました。招集して審査いたしました。招集して審査いたしました。招集して審査いたしました。

次に、議案第１号の質疑の主な点を申し上次に、議案第１号の質疑の主な点を申し上次に、議案第１号の質疑の主な点を申し上次に、議案第１号の質疑の主な点を申し上

げます。げます。げます。げます。

コンバインを導入した補正の理由、らいすコンバインを導入した補正の理由、らいすコンバインを導入した補正の理由、らいすコンバインを導入した補正の理由、らいす

工房とのかかわりについて、昨年茶志内町に工房とのかかわりについて、昨年茶志内町に工房とのかかわりについて、昨年茶志内町に工房とのかかわりについて、昨年茶志内町に

設立した農業生産法人ピパームの事業主体で1設立した農業生産法人ピパームの事業主体で1設立した農業生産法人ピパームの事業主体で1設立した農業生産法人ピパームの事業主体で1

7年度コンバイン、18年度乾燥調製施設の計画7年度コンバイン、18年度乾燥調製施設の計画7年度コンバイン、18年度乾燥調製施設の計画7年度コンバイン、18年度乾燥調製施設の計画

が１年前倒しで導入できることになり、今回が１年前倒しで導入できることになり、今回が１年前倒しで導入できることになり、今回が１年前倒しで導入できることになり、今回

提案となり、乾燥調製施設は米の１段乾燥で提案となり、乾燥調製施設は米の１段乾燥で提案となり、乾燥調製施設は米の１段乾燥で提案となり、乾燥調製施設は米の１段乾燥で

水分17％に下げる施設で、これまでと同様に水分17％に下げる施設で、これまでと同様に水分17％に下げる施設で、これまでと同様に水分17％に下げる施設で、これまでと同様に

最終調製は、らいす工房を使用するとの答弁最終調製は、らいす工房を使用するとの答弁最終調製は、らいす工房を使用するとの答弁最終調製は、らいす工房を使用するとの答弁

でありました。でありました。でありました。でありました。

次に、農業生産法人の状況、建設のソフト次に、農業生産法人の状況、建設のソフト次に、農業生産法人の状況、建設のソフト次に、農業生産法人の状況、建設のソフト

ランディング、農外からの参入、他産業とのランディング、農外からの参入、他産業とのランディング、農外からの参入、他産業とのランディング、農外からの参入、他産業との

連携についての質疑に対し、農業生産法人は連携についての質疑に対し、農業生産法人は連携についての質疑に対し、農業生産法人は連携についての質疑に対し、農業生産法人は

市内17組織であり、うち複数の農家で設立さ市内17組織であり、うち複数の農家で設立さ市内17組織であり、うち複数の農家で設立さ市内17組織であり、うち複数の農家で設立さ

れたものは３法人だが、地域農業を補完するれたものは３法人だが、地域農業を補完するれたものは３法人だが、地域農業を補完するれたものは３法人だが、地域農業を補完する

法人はピパームを含めて２法人と押さえてお法人はピパームを含めて２法人と押さえてお法人はピパームを含めて２法人と押さえてお法人はピパームを含めて２法人と押さえてお

り、高齢者や後継者不足といった状況から、り、高齢者や後継者不足といった状況から、り、高齢者や後継者不足といった状況から、り、高齢者や後継者不足といった状況から、

農内補完することが難しくなっており、農外農内補完することが難しくなっており、農外農内補完することが難しくなっており、農外農内補完することが難しくなっており、農外

からの参入、労働力の派遣や技術の提供等がからの参入、労働力の派遣や技術の提供等がからの参入、労働力の派遣や技術の提供等がからの参入、労働力の派遣や技術の提供等が

必要になると考えており、企業からの相談等必要になると考えており、企業からの相談等必要になると考えており、企業からの相談等必要になると考えており、企業からの相談等

に応じていきたいとの答弁でありました。に応じていきたいとの答弁でありました。に応じていきたいとの答弁でありました。に応じていきたいとの答弁でありました。

次に、乾燥調製施設等の整備事業の内容、次に、乾燥調製施設等の整備事業の内容、次に、乾燥調製施設等の整備事業の内容、次に、乾燥調製施設等の整備事業の内容、

これまでのコンバインの導入状況、価格等、これまでのコンバインの導入状況、価格等、これまでのコンバインの導入状況、価格等、これまでのコンバインの導入状況、価格等、

今後の考え方についての質疑に対し、平成16今後の考え方についての質疑に対し、平成16今後の考え方についての質疑に対し、平成16今後の考え方についての質疑に対し、平成16

年度コンバインを、17年度には乾燥調製施設年度コンバインを、17年度には乾燥調製施設年度コンバインを、17年度には乾燥調製施設年度コンバインを、17年度には乾燥調製施設

を整備する事業で、総称して乾燥調製施設等を整備する事業で、総称して乾燥調製施設等を整備する事業で、総称して乾燥調製施設等を整備する事業で、総称して乾燥調製施設等

整備事業とした。コンバインは、１台刈り幅3.整備事業とした。コンバインは、１台刈り幅3.整備事業とした。コンバインは、１台刈り幅3.整備事業とした。コンバインは、１台刈り幅3.

5メートルで2,205万円、もう一台は刈り幅2.55メートルで2,205万円、もう一台は刈り幅2.55メートルで2,205万円、もう一台は刈り幅2.55メートルで2,205万円、もう一台は刈り幅2.5

メートルで1,295万円、合計3,500万円の事業メートルで1,295万円、合計3,500万円の事業メートルで1,295万円、合計3,500万円の事業メートルで1,295万円、合計3,500万円の事業

費に対して３分の１の補助となるもので、1,1費に対して３分の１の補助となるもので、1,1費に対して３分の１の補助となるもので、1,1費に対して３分の１の補助となるもので、1,1

66万6,000円を補正予算として計上した。これ66万6,000円を補正予算として計上した。これ66万6,000円を補正予算として計上した。これ66万6,000円を補正予算として計上した。これ

までも営農集団に対して国の補助事業を活用までも営農集団に対して国の補助事業を活用までも営農集団に対して国の補助事業を活用までも営農集団に対して国の補助事業を活用

し、コンバインを導入しており、今後とも取し、コンバインを導入しており、今後とも取し、コンバインを導入しており、今後とも取し、コンバインを導入しており、今後とも取

り組んでいきたいとの答弁でありました。り組んでいきたいとの答弁でありました。り組んでいきたいとの答弁でありました。り組んでいきたいとの答弁でありました。

補助事業の考え方、農業生産法人とのかか補助事業の考え方、農業生産法人とのかか補助事業の考え方、農業生産法人とのかか補助事業の考え方、農業生産法人とのかか

わりについての質疑に対し、国の経営構造対わりについての質疑に対し、国の経営構造対わりについての質疑に対し、国の経営構造対わりについての質疑に対し、国の経営構造対

策事業を活用し今回整備するが、前提は地域策事業を活用し今回整備するが、前提は地域策事業を活用し今回整備するが、前提は地域策事業を活用し今回整備するが、前提は地域

の合意形成とのもとに農地の利用集積、担いの合意形成とのもとに農地の利用集積、担いの合意形成とのもとに農地の利用集積、担いの合意形成とのもとに農地の利用集積、担い

手を育成するために必要な機械施設を整備す手を育成するために必要な機械施設を整備す手を育成するために必要な機械施設を整備す手を育成するために必要な機械施設を整備す

る事業であります。しかし、ピパームは更新る事業であります。しかし、ピパームは更新る事業であります。しかし、ピパームは更新る事業であります。しかし、ピパームは更新

時期が重なり、個別で投資するよりも共同で時期が重なり、個別で投資するよりも共同で時期が重なり、個別で投資するよりも共同で時期が重なり、個別で投資するよりも共同で

法人を設立することで投資を抑えることを考法人を設立することで投資を抑えることを考法人を設立することで投資を抑えることを考法人を設立することで投資を抑えることを考

え、市に相談があり補助事業の対象となったえ、市に相談があり補助事業の対象となったえ、市に相談があり補助事業の対象となったえ、市に相談があり補助事業の対象となった

もので、いずれにしても高齢化、後継者不足もので、いずれにしても高齢化、後継者不足もので、いずれにしても高齢化、後継者不足もので、いずれにしても高齢化、後継者不足

などの問題があり、いろいろな機会を通じてなどの問題があり、いろいろな機会を通じてなどの問題があり、いろいろな機会を通じてなどの問題があり、いろいろな機会を通じて

関係団体と協力しながら、一人でも多くの農関係団体と協力しながら、一人でも多くの農関係団体と協力しながら、一人でも多くの農関係団体と協力しながら、一人でも多くの農

業者が営農を維持できるよう努めてまいりた業者が営農を維持できるよう努めてまいりた業者が営農を維持できるよう努めてまいりた業者が営農を維持できるよう努めてまいりた
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いとの答弁でありました。いとの答弁でありました。いとの答弁でありました。いとの答弁でありました。

次に、債務負担行為の側溝整備８地区につ次に、債務負担行為の側溝整備８地区につ次に、債務負担行為の側溝整備８地区につ次に、債務負担行為の側溝整備８地区につ

いて、どういう箇所、事業規模、選定の理由、いて、どういう箇所、事業規模、選定の理由、いて、どういう箇所、事業規模、選定の理由、いて、どういう箇所、事業規模、選定の理由、

早期発注の考え方、どのような業者が対象に早期発注の考え方、どのような業者が対象に早期発注の考え方、どのような業者が対象に早期発注の考え方、どのような業者が対象に

なるかの質疑に対し、道路整備の内容は８地なるかの質疑に対し、道路整備の内容は８地なるかの質疑に対し、道路整備の内容は８地なるかの質疑に対し、道路整備の内容は８地

域実施する予定で、場所につきましては峰延域実施する予定で、場所につきましては峰延域実施する予定で、場所につきましては峰延域実施する予定で、場所につきましては峰延

地区、光珠内地区、南美唄地区、茶志内地区、地区、光珠内地区、南美唄地区、茶志内地区、地区、光珠内地区、南美唄地区、茶志内地区、地区、光珠内地区、南美唄地区、茶志内地区、

一心地区、進徳地区、豊葦地区、大富地区で一心地区、進徳地区、豊葦地区、大富地区で一心地区、進徳地区、豊葦地区、大富地区で一心地区、進徳地区、豊葦地区、大富地区で

ございます。選定の理由は、長年地元からのございます。選定の理由は、長年地元からのございます。選定の理由は、長年地元からのございます。選定の理由は、長年地元からの

道路の側溝整備をしてほしいとの要望の中か道路の側溝整備をしてほしいとの要望の中か道路の側溝整備をしてほしいとの要望の中か道路の側溝整備をしてほしいとの要望の中か

ら、優先順位の高いものから選定した。早期ら、優先順位の高いものから選定した。早期ら、優先順位の高いものから選定した。早期ら、優先順位の高いものから選定した。早期

発注については、年度がわりの端境期におけ発注については、年度がわりの端境期におけ発注については、年度がわりの端境期におけ発注については、年度がわりの端境期におけ

る雇用の対策の考え方、業者につきましてはる雇用の対策の考え方、業者につきましてはる雇用の対策の考え方、業者につきましてはる雇用の対策の考え方、業者につきましては

Ｃランク業者の予定、１地区250万円程度の予Ｃランク業者の予定、１地区250万円程度の予Ｃランク業者の予定、１地区250万円程度の予Ｃランク業者の予定、１地区250万円程度の予

算の中で実施したいとの答弁。算の中で実施したいとの答弁。算の中で実施したいとの答弁。算の中で実施したいとの答弁。

事業の規模と早期発注の優先順位の考え方事業の規模と早期発注の優先順位の考え方事業の規模と早期発注の優先順位の考え方事業の規模と早期発注の優先順位の考え方

についての質疑に対し、優先順位の考え方はについての質疑に対し、優先順位の考え方はについての質疑に対し、優先順位の考え方はについての質疑に対し、優先順位の考え方は

道路の改良、舗装、側溝においての交通量の道路の改良、舗装、側溝においての交通量の道路の改良、舗装、側溝においての交通量の道路の改良、舗装、側溝においての交通量の

状況や地域の状況を踏まえて数値化し、順位状況や地域の状況を踏まえて数値化し、順位状況や地域の状況を踏まえて数値化し、順位状況や地域の状況を踏まえて数値化し、順位

をつけている。早期発注に対する考え方につをつけている。早期発注に対する考え方につをつけている。早期発注に対する考え方につをつけている。早期発注に対する考え方につ

いては、公共事業が減少し、特にＢランクのいては、公共事業が減少し、特にＢランクのいては、公共事業が減少し、特にＢランクのいては、公共事業が減少し、特にＢランクの

一部、Ｃランクの影響が大きい状況であり、一部、Ｃランクの影響が大きい状況であり、一部、Ｃランクの影響が大きい状況であり、一部、Ｃランクの影響が大きい状況であり、

全体の工事量から見て春先の事業として2,000全体の工事量から見て春先の事業として2,000全体の工事量から見て春先の事業として2,000全体の工事量から見て春先の事業として2,000

万円程度の発注をしたいとの答弁であります。万円程度の発注をしたいとの答弁であります。万円程度の発注をしたいとの答弁であります。万円程度の発注をしたいとの答弁であります。

次に、建設サイドからソフトランディング次に、建設サイドからソフトランディング次に、建設サイドからソフトランディング次に、建設サイドからソフトランディング

の農業への関心、新分野への参入など美唄市の農業への関心、新分野への参入など美唄市の農業への関心、新分野への参入など美唄市の農業への関心、新分野への参入など美唄市

内の動きについてはどうなっているかの質疑内の動きについてはどうなっているかの質疑内の動きについてはどうなっているかの質疑内の動きについてはどうなっているかの質疑

に対し、農業への参入ということは伺っていに対し、農業への参入ということは伺っていに対し、農業への参入ということは伺っていに対し、農業への参入ということは伺ってい

ない。地鶏の研究の件はありますけれども、ない。地鶏の研究の件はありますけれども、ない。地鶏の研究の件はありますけれども、ない。地鶏の研究の件はありますけれども、

それ以外は建設協会からも取り組んでいるとそれ以外は建設協会からも取り組んでいるとそれ以外は建設協会からも取り組んでいるとそれ以外は建設協会からも取り組んでいると

聞いていない。建設部からも積極的な指導は聞いていない。建設部からも積極的な指導は聞いていない。建設部からも積極的な指導は聞いていない。建設部からも積極的な指導は

していない。道からのソフトランディングのしていない。道からのソフトランディングのしていない。道からのソフトランディングのしていない。道からのソフトランディングの

調査への対応や講習会に参加するなど調査し調査への対応や講習会に参加するなど調査し調査への対応や講習会に参加するなど調査し調査への対応や講習会に参加するなど調査し

ている状況でありますとの答弁であります。ている状況でありますとの答弁であります。ている状況でありますとの答弁であります。ている状況でありますとの答弁であります。

次に、債務負担行為の補正について、起債次に、債務負担行為の補正について、起債次に、債務負担行為の補正について、起債次に、債務負担行為の補正について、起債

内容をどのように考えているかの質疑に対し、内容をどのように考えているかの質疑に対し、内容をどのように考えているかの質疑に対し、内容をどのように考えているかの質疑に対し、

債務負担行為は地方自治法第214条に定められ債務負担行為は地方自治法第214条に定められ債務負担行為は地方自治法第214条に定められ債務負担行為は地方自治法第214条に定められ

た予算の一部を構成するもので、会計年度独た予算の一部を構成するもので、会計年度独た予算の一部を構成するもので、会計年度独た予算の一部を構成するもので、会計年度独

立の原則に対する例外措置である。今回提案立の原則に対する例外措置である。今回提案立の原則に対する例外措置である。今回提案立の原則に対する例外措置である。今回提案

は、平成17年度に予定される事業の一部を前は、平成17年度に予定される事業の一部を前は、平成17年度に予定される事業の一部を前は、平成17年度に予定される事業の一部を前

倒しすることにより、事業の早期発注などを倒しすることにより、事業の早期発注などを倒しすることにより、事業の早期発注などを倒しすることにより、事業の早期発注などを

目的に公共事業の端境期における効率的な執目的に公共事業の端境期における効率的な執目的に公共事業の端境期における効率的な執目的に公共事業の端境期における効率的な執

行の確保を図るものである。なお、事項、期行の確保を図るものである。なお、事項、期行の確保を図るものである。なお、事項、期行の確保を図るものである。なお、事項、期

間、限度額の起債内容については、事業概要間、限度額の起債内容については、事業概要間、限度額の起債内容については、事業概要間、限度額の起債内容については、事業概要

がわかるように今後検討してまいりたいとのがわかるように今後検討してまいりたいとのがわかるように今後検討してまいりたいとのがわかるように今後検討してまいりたいとの

答弁でありました。答弁でありました。答弁でありました。答弁でありました。

議案第２号につきましては、質疑はありま議案第２号につきましては、質疑はありま議案第２号につきましては、質疑はありま議案第２号につきましては、質疑はありま

せんでした。せんでした。せんでした。せんでした。

次に、議案第３号の質疑の主なる点を申し次に、議案第３号の質疑の主なる点を申し次に、議案第３号の質疑の主なる点を申し次に、議案第３号の質疑の主なる点を申し

上げます。上げます。上げます。上げます。

平成15年９月に銀河通を通行どめしてから平成15年９月に銀河通を通行どめしてから平成15年９月に銀河通を通行どめしてから平成15年９月に銀河通を通行どめしてから

３年半後の平成19年３月完成、その後おおむ３年半後の平成19年３月完成、その後おおむ３年半後の平成19年３月完成、その後おおむ３年半後の平成19年３月完成、その後おおむ

ね半年短縮になると聞いているが、工事が短ね半年短縮になると聞いているが、工事が短ね半年短縮になると聞いているが、工事が短ね半年短縮になると聞いているが、工事が短

縮になると考えていいのか。また、商店街が縮になると考えていいのか。また、商店街が縮になると考えていいのか。また、商店街が縮になると考えていいのか。また、商店街が

閉鎖になるという話があるが、調査をしてい閉鎖になるという話があるが、調査をしてい閉鎖になるという話があるが、調査をしてい閉鎖になるという話があるが、調査をしてい

るかの質疑に対して、ゼロ国債によりボックるかの質疑に対して、ゼロ国債によりボックるかの質疑に対して、ゼロ国債によりボックるかの質疑に対して、ゼロ国債によりボック

ス製作推進設備で平成18年３月本体推進を平ス製作推進設備で平成18年３月本体推進を平ス製作推進設備で平成18年３月本体推進を平ス製作推進設備で平成18年３月本体推進を平

成17年12月に短縮を見込んでいる。商店等の成17年12月に短縮を見込んでいる。商店等の成17年12月に短縮を見込んでいる。商店等の成17年12月に短縮を見込んでいる。商店等の

特別な調査はしていない。また、直接そのよ特別な調査はしていない。また、直接そのよ特別な調査はしていない。また、直接そのよ特別な調査はしていない。また、直接そのよ

うな話は聞いていないとの答弁であります。うな話は聞いていないとの答弁であります。うな話は聞いていないとの答弁であります。うな話は聞いていないとの答弁であります。

債務負担で一括発注した場合、短縮可能な債務負担で一括発注した場合、短縮可能な債務負担で一括発注した場合、短縮可能な債務負担で一括発注した場合、短縮可能な

のか、あるいは技術的、工法的に期間を要すのか、あるいは技術的、工法的に期間を要すのか、あるいは技術的、工法的に期間を要すのか、あるいは技術的、工法的に期間を要す

るのか、ゼロ国債について国の予算枠なのか、るのか、ゼロ国債について国の予算枠なのか、るのか、ゼロ国債について国の予算枠なのか、るのか、ゼロ国債について国の予算枠なのか、

自動的なのか、どのような予算のとり方をし自動的なのか、どのような予算のとり方をし自動的なのか、どのような予算のとり方をし自動的なのか、どのような予算のとり方をし

ているかとの質疑に対し、一般的な工事で３ているかとの質疑に対し、一般的な工事で３ているかとの質疑に対し、一般的な工事で３ているかとの質疑に対し、一般的な工事で３

年、既存のガードの取り壊し等に時間がかか年、既存のガードの取り壊し等に時間がかか年、既存のガードの取り壊し等に時間がかか年、既存のガードの取り壊し等に時間がかか

ることから、ＪＲ発注を早期にすることで工ることから、ＪＲ発注を早期にすることで工ることから、ＪＲ発注を早期にすることで工ることから、ＪＲ発注を早期にすることで工

事期間をあけない施行ができることから、10事期間をあけない施行ができることから、10事期間をあけない施行ができることから、10事期間をあけない施行ができることから、10
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月の予算要望からゼロ国実施に向けて取り進月の予算要望からゼロ国実施に向けて取り進月の予算要望からゼロ国実施に向けて取り進月の予算要望からゼロ国実施に向けて取り進

めをしてきたとの答弁であります。めをしてきたとの答弁であります。めをしてきたとの答弁であります。めをしてきたとの答弁であります。

次に、周辺商店街からの支援要請等の相談次に、周辺商店街からの支援要請等の相談次に、周辺商店街からの支援要請等の相談次に、周辺商店街からの支援要請等の相談

があれば市として聞くことができるか、地元があれば市として聞くことができるか、地元があれば市として聞くことができるか、地元があれば市として聞くことができるか、地元

業者との発注についての件数、請負額はどの業者との発注についての件数、請負額はどの業者との発注についての件数、請負額はどの業者との発注についての件数、請負額はどの

ようになっているのかの質疑に対し、周辺商ようになっているのかの質疑に対し、周辺商ようになっているのかの質疑に対し、周辺商ようになっているのかの質疑に対し、周辺商

店街については工事説明会等を実施しており、店街については工事説明会等を実施しており、店街については工事説明会等を実施しており、店街については工事説明会等を実施しており、

理解を得ていると思う。内容については、相理解を得ていると思う。内容については、相理解を得ていると思う。内容については、相理解を得ていると思う。内容については、相

談に乗れるものと乗れないものがあるとの答談に乗れるものと乗れないものがあるとの答談に乗れるものと乗れないものがあるとの答談に乗れるものと乗れないものがあるとの答

弁。地元業者への発注状況は、５社２億1,000弁。地元業者への発注状況は、５社２億1,000弁。地元業者への発注状況は、５社２億1,000弁。地元業者への発注状況は、５社２億1,000

万円、ＪＲを含めると６億1,000万円との答弁万円、ＪＲを含めると６億1,000万円との答弁万円、ＪＲを含めると６億1,000万円との答弁万円、ＪＲを含めると６億1,000万円との答弁

でありました。でありました。でありました。でありました。

次に、銀河通の南側の家屋が老朽化してい次に、銀河通の南側の家屋が老朽化してい次に、銀河通の南側の家屋が老朽化してい次に、銀河通の南側の家屋が老朽化してい

るが、このまま工事ができるのかとの質疑にるが、このまま工事ができるのかとの質疑にるが、このまま工事ができるのかとの質疑にるが、このまま工事ができるのかとの質疑に

対し、家屋の補修については事業用地外なの対し、家屋の補修については事業用地外なの対し、家屋の補修については事業用地外なの対し、家屋の補修については事業用地外なの

で、対象外になるが、家屋調査を実施しておで、対象外になるが、家屋調査を実施しておで、対象外になるが、家屋調査を実施しておで、対象外になるが、家屋調査を実施してお

り、理解をされていると考えるが、施行方法、り、理解をされていると考えるが、施行方法、り、理解をされていると考えるが、施行方法、り、理解をされていると考えるが、施行方法、

安全対策について再度説明をしていきたいと安全対策について再度説明をしていきたいと安全対策について再度説明をしていきたいと安全対策について再度説明をしていきたいと

の答弁であります。の答弁であります。の答弁であります。の答弁であります。

次に、平成16年度の発注件数、落札率はど次に、平成16年度の発注件数、落札率はど次に、平成16年度の発注件数、落札率はど次に、平成16年度の発注件数、落札率はど

のような状況になっているかの質疑に対し、のような状況になっているかの質疑に対し、のような状況になっているかの質疑に対し、のような状況になっているかの質疑に対し、

地元業者への発注は８件、落札率は94％から9地元業者への発注は８件、落札率は94％から9地元業者への発注は８件、落札率は94％から9地元業者への発注は８件、落札率は94％から9

8％、平均で96％となっている。ＪＲとの契約8％、平均で96％となっている。ＪＲとの契約8％、平均で96％となっている。ＪＲとの契約8％、平均で96％となっている。ＪＲとの契約

は２件、落札率の把握はしていないとの答弁は２件、落札率の把握はしていないとの答弁は２件、落札率の把握はしていないとの答弁は２件、落札率の把握はしていないとの答弁

であります。であります。であります。であります。

次に、区画整理事業に対する認識、住民理次に、区画整理事業に対する認識、住民理次に、区画整理事業に対する認識、住民理次に、区画整理事業に対する認識、住民理

解、住民対応や事業評価などの取り組みにつ解、住民対応や事業評価などの取り組みにつ解、住民対応や事業評価などの取り組みにつ解、住民対応や事業評価などの取り組みにつ

いてどのように考えているかの質疑に対しまいてどのように考えているかの質疑に対しまいてどのように考えているかの質疑に対しまいてどのように考えているかの質疑に対しま

しては、駅前周辺交通及び東西のアクセス不しては、駅前周辺交通及び東西のアクセス不しては、駅前周辺交通及び東西のアクセス不しては、駅前周辺交通及び東西のアクセス不

良を解消して、一体的な整備により緊急時の良を解消して、一体的な整備により緊急時の良を解消して、一体的な整備により緊急時の良を解消して、一体的な整備により緊急時の

対応及び交流促進、中心市街地等の活性化を対応及び交流促進、中心市街地等の活性化を対応及び交流促進、中心市街地等の活性化を対応及び交流促進、中心市街地等の活性化を

図り、歴史的な課題を解決する事業として位図り、歴史的な課題を解決する事業として位図り、歴史的な課題を解決する事業として位図り、歴史的な課題を解決する事業として位

置づけております。事業実施に当たりまして置づけております。事業実施に当たりまして置づけております。事業実施に当たりまして置づけております。事業実施に当たりまして

は、事業評価を踏まえ、整備、施工しておりは、事業評価を踏まえ、整備、施工しておりは、事業評価を踏まえ、整備、施工しておりは、事業評価を踏まえ、整備、施工しており

ますが、平成２年の着工以来、事業費の問題、ますが、平成２年の着工以来、事業費の問題、ますが、平成２年の着工以来、事業費の問題、ますが、平成２年の着工以来、事業費の問題、

事業期間の延長などがあり、議会議論をいた事業期間の延長などがあり、議会議論をいた事業期間の延長などがあり、議会議論をいた事業期間の延長などがあり、議会議論をいた

だきながら現在に至っております。この事業だきながら現在に至っております。この事業だきながら現在に至っております。この事業だきながら現在に至っております。この事業

は、大規模な投資として長期にわたる工事期は、大規模な投資として長期にわたる工事期は、大規模な投資として長期にわたる工事期は、大規模な投資として長期にわたる工事期

間、また地域周辺住民の影響に対する事後評間、また地域周辺住民の影響に対する事後評間、また地域周辺住民の影響に対する事後評間、また地域周辺住民の影響に対する事後評

価をしていく必要があると考えております。価をしていく必要があると考えております。価をしていく必要があると考えております。価をしていく必要があると考えております。

なお、事業実施に当たりましては、銀河通のなお、事業実施に当たりましては、銀河通のなお、事業実施に当たりましては、銀河通のなお、事業実施に当たりましては、銀河通の

交通量、地域住民説明会、関連事業などによ交通量、地域住民説明会、関連事業などによ交通量、地域住民説明会、関連事業などによ交通量、地域住民説明会、関連事業などによ

り理解と協力に努めてまいりましたが、今後り理解と協力に努めてまいりましたが、今後り理解と協力に努めてまいりましたが、今後り理解と協力に努めてまいりましたが、今後

さらに努力をしてまいりますとともに、事業さらに努力をしてまいりますとともに、事業さらに努力をしてまいりますとともに、事業さらに努力をしてまいりますとともに、事業

期間中における周辺道路の除排雪や維持管理期間中における周辺道路の除排雪や維持管理期間中における周辺道路の除排雪や維持管理期間中における周辺道路の除排雪や維持管理

に努めて、交通確保に努めてまいりたいとのに努めて、交通確保に努めてまいりたいとのに努めて、交通確保に努めてまいりたいとのに努めて、交通確保に努めてまいりたいとの

答弁でありました。答弁でありました。答弁でありました。答弁でありました。

結果といたしまして、議案第１号ないし議結果といたしまして、議案第１号ないし議結果といたしまして、議案第１号ないし議結果といたしまして、議案第１号ないし議

案第３号の以上３件につきましては、原案の案第３号の以上３件につきましては、原案の案第３号の以上３件につきましては、原案の案第３号の以上３件につきましては、原案の

とおり可決すべきものと決定いたしました。とおり可決すべきものと決定いたしました。とおり可決すべきものと決定いたしました。とおり可決すべきものと決定いたしました。

何とぞ本委員会の決定どおりご承認いただ何とぞ本委員会の決定どおりご承認いただ何とぞ本委員会の決定どおりご承認いただ何とぞ本委員会の決定どおりご承認いただ

きますようお願い申し上げまして報告を終わきますようお願い申し上げまして報告を終わきますようお願い申し上げまして報告を終わきますようお願い申し上げまして報告を終わ

ります。ります。ります。ります。

●議長中西勇夫君 これより議案第１号ない●議長中西勇夫君 これより議案第１号ない●議長中西勇夫君 これより議案第１号ない●議長中西勇夫君 これより議案第１号ない

し議案第３号の以上３件について一括質疑をし議案第３号の以上３件について一括質疑をし議案第３号の以上３件について一括質疑をし議案第３号の以上３件について一括質疑を

行います。行います。行います。行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。

これより一括討論を行います。これより一括討論を行います。これより一括討論を行います。これより一括討論を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。

これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。

本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］

ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。

議案第１号平成16年度美唄市一般議案第１号平成16年度美唄市一般議案第１号平成16年度美唄市一般議案第１号平成16年度美唄市一般よって、よって、よって、よって、

会計補正予算（第４号） 議案第３号平会計補正予算（第４号） 議案第３号平会計補正予算（第４号） 議案第３号平会計補正予算（第４号） 議案第３号平ないしないしないしないし
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成16年度美唄市土地区画整理事業会計補正予成16年度美唄市土地区画整理事業会計補正予成16年度美唄市土地区画整理事業会計補正予成16年度美唄市土地区画整理事業会計補正予

の以上３件は、委員長報告のとの以上３件は、委員長報告のとの以上３件は、委員長報告のとの以上３件は、委員長報告のと算（第１号）算（第１号）算（第１号）算（第１号）

おり決定されました。おり決定されました。おり決定されました。おり決定されました。

●議長中西勇夫君 以上をもちまして、今期●議長中西勇夫君 以上をもちまして、今期●議長中西勇夫君 以上をもちまして、今期●議長中西勇夫君 以上をもちまして、今期

臨時会に付議されました各案件は、全部議了臨時会に付議されました各案件は、全部議了臨時会に付議されました各案件は、全部議了臨時会に付議されました各案件は、全部議了

いたしました。いたしました。いたしました。いたしました。

これをもって、平成17年第１回美唄市議会これをもって、平成17年第１回美唄市議会これをもって、平成17年第１回美唄市議会これをもって、平成17年第１回美唄市議会

臨時会は閉会いたします。臨時会は閉会いたします。臨時会は閉会いたします。臨時会は閉会いたします。

午前１０時１７分 閉会午前１０時１７分 閉会午前１０時１７分 閉会午前１０時１７分 閉会


